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「
将
門
記
」
の
研
究
は
、
従
来
歴
史
家
が
、
平
将
門
な
い
し
は
天
慶
の
乱
の

歴
史
的
本
質
を
と
ら
え
る
手
が
か
り
と
し
て
の
史
料
的
価
値
に
注
目
し
て
行

く
傾
向
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
転
じ
て
国
文
学
の
面
か
ら
、
就
中

後
世
の
軍
記
物
の
源
流
お
よ
び
文
学
的
素
材
と
し
て
、
国
文
学
史
の
上
に
正

当
に
位
置
づ
け
よ
う
、
と
い
う
の
が
本
書
の
ね
ら
い
で
あ
る
、
と
見
た
。
そ

の
意
味
で
は
本
書
は
成
功
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
以
下
の
諸
氏
の
各
個
研
究

の
諸
論
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
点
を
志
向
し
て
有
機
的
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、

「
将
門
記
」
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
、
よ
く
ま
と
め
、
そ
の
紹
介
と
警
鐘
の

役
を
果
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
二
部
か
ら
成
る
。
前
半
が
〈
研
究
〉
、
後
半
が
〈
註
釈
と
資
料
〉
と

な
っ
て
い
る
。
前
半
の
五
氏
に
よ
る
五
編
の
研
究
は
後
半
の
上
に
立
つ
。
「
将

門
記
計
究
史
（
梶
原
正
昭
氏
）
」
は
、
．
従
来
の
研
究
の
歩
み
を
た
ど
り
、
今

後
国
文
学
の
面
で
体
系
的
総
合
的
に
研
究
さ
れ
急
琶
説
く
。
詳
細
な
調
査

と
把
握
の
し
方
に
敬
服
す
る
。
付
録
の
文
献
目
録
は
こ
れ
を
補
っ
て
便
利
で

あ
る
。
研
究
史
の
方
向
づ
け
に
そ
っ
て
、
「
将
門
記
の
態
度
（
矢
代
和
夫
氏
と

が
、
主
人
公
将
門
と
貞
盛
と
の
人
間
像
の
描
写
を
追
っ
て
こ
の
資
料
の
独
自

の
文
学
性
を
究
め
つ
つ
梗
概
を
も
兼
ね
れ
ば
、
「
将
門
記
論
稿
－
そ
の
成
藷

史
－
（
加
美
腋
氏
）
」
は
・
そ
の
成
立
の
基
盤
を
先
行
史
書
に
漁
っ
て
そ
れ
と
比

較
し
っ
つ
、
文
学
作
品
と
し
て
脱
皮
す
る
様
を
探
求
す
る
。
後
の
軍
記
物
に

見
る
和
漢
混
清
文
へ
の
過
程
を
示
す
と
い
う
立
場
か
ら
、
変
体
漢
文
と
し
て

の
特
徴
や
用
字
・
用
語
を
調
査
し
た
の
が
「
将
門
記
の
語
薫
文
体
及
び
用

語
（
村
上
春
樹
氏
）
」
で
あ
り
、
「
将
門
記
の
表
現
と
描
写
（
小
林
保
治
氏
）
」
も
、

や
や
同
様
の
韻
で
、
比
喩
表
現
と
類
型
表
現
と
か
ら
、
こ
の
資
料
の
表
現
上
の

特
徴
を
追
っ
て
い
る
。
前
者
は
近
時
国
語
史
で
注
目
し
て
い
る
変
体
漢
文

な
る
文
章
様
式
究
明
の
動
向
を
も
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
。
、
後
者
は
「
将

門
記
」
空
度
読
ん
だ
者
な
ら
誰
で
も
目
に
止
め
る
こ
の
種
の
特
徴
的
表
現

を
解
明
し
ょ
ぅ
と
試
み
た
も
の
で
、
各
メ
ム
パ
ー
が
、
新
動
向
を
よ
く
探
知

し
、
先
説
を
消
化
し
、
未
来
を
志
向
し
て
い
る
意
慾
的
な
姿
を
理
解
す
る
こ

．
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
立
派
瀧
共
同
研
究
で
あ
る
。
同
二
目
標
に
向
っ
て
同
じ
資
料
に
取

り
組
ん
で
、
諸
氏
が
横
の
連
絡
を
保
ち
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
成
果
を
盛

。
上
げ
て
行
く
、
こ
の
方
法
は
わ
れ
わ
れ
の
分
野
で
は
少
な
い
こ
と
で
あ

る
。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
＝
年
有
余
の
間
、
勤
め
を
持
つ
人
も
、
自

ら
の
時
間
を
さ
い
て
毎
週
の
研
究
会
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
種
の
こ
と
は

言
う
に
易
く
し
て
行
う
に
難
い
の
が
今
日
の
実
情
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を

敢
え
て
為
し
遂
げ
、
か
つ
困
難
な
障
害
を
伴
な
ぅ
印
刷
事
情
の
中
を
、
謄
写

印
刷
三
百
五
十
余
ペ
ー
ジ
の
部
厚
な
成
果
と
し
て
公
に
さ
れ
た
努
力
皇
高
く
　
1
7
1

評
価
し
た
い
。



後
半
の
（
註
釈
と
資
料
）
虻
、
屋
も
基
礎
的
な
も
の
で
、
特
に
「
本
文
と

註
釈
」
（
佐
藤
陸
・
梶
原
正
昭
氏
）
は
諸
研
究
の
貴
重
な
儲
提
を
な
す
。
こ
の
構

成
は
、
全
文
を
、
（
1
）
本
文
の
白
文
、
（
2
）
訓
み
下
し
文
、
（
3
）
校
異
、
（
4
）
．
訳

註
の
順
に
、
任
意
の
小
区
分
に
従
っ
て
行
っ
て
い
る
。
本
文
の
訓
み
下
し
文

を
試
み
る
こ
と
も
、
平
易
な
現
代
語
訳
を
作
る
こ
と
も
大
森
金
五
郎
氏
や
つ

く
ば
ね
会
で
既
に
試
み
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
本
書
が
こ
れ
に
諸
本
の
校

異
を
加
え
て
註
釈
と
し
て
の
形
を
整
え
た
の
。
昼
、
将
門
記
研
究
史
上
画
期
的

な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
た
だ
そ
の
方
法
や
成
果
に
つ
い
て
は
異
見
を
多
く
は

さ
む
余
地
が
あ
る
。
以
下
そ
の
二
三
を
挙
げ
、
望
局
の
欲
を
出
し
て
み
る
。

ヽ

　

ヽ

（
1
）
　
本
文
は
白
文
で
、
承
徳
三
年
書
写
の
真
福
寺
本
を
古
典
保
存
会
の

複
製
本
に
よ
っ
て
翻
字
し
、
字
体
ま
で
踏
襲
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

ヽ
ヽ

（
「
ま
い
え
が
き
」
に
も
凡
例
に
も
、
研
究
篇
中
に
も
、
共
存
寺
本
を
応
永
書
写

本
と
す
る
が
、
誤
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
な
ど
の
思
い
違
い
か
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
腕
政
期
の
書
写
加
点
で
あ
る
）
　
た
だ
し
所
々
楊
守
敬
旧
蔵
本

（
以
下
楊
本
と
略
す
）
の
本
文
が
混
在
し
て
断
り
が
な
い
の
は
紛
わ
し
い
。

°

例
え
ば
「
出
籠
之
鳥
歓
二
八
四
ペ
）
」
は
楊
本
の
冒
頭
に
当
っ
て
い
て
「
歓
」

と
あ
る
が
、
其
福
寺
本
で
は
「
羽
」
（
九
底
表
四
行
）
で
あ
る
。
「
羽
」
よ
り

も
「
歓
」
の
方
が
分
り
易
い
が
勝
手
に
変
え
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
「
承

0

平
七
年
」
二
八
八
ペ
）
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
「
校
異
」
は
本
書

が
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
楊
本
と
他
に
は
抄
本
の
中
の
一
本
「
蓬
左

文
庫
本
」
と
だ
け
で
な
し
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
他
に
抄
本
の
系
統
と

し
て
、
静
嘉
堂
文
庫
本
蕗
宮
文
庫
本
、
慶
応
大
学
と
内
閣
文
庫
に
各
二
本
、

水
戸
彰
考
館
本
等
の
あ
る
こ
と
は
山
田
忠
雄
氏
の
論
考
の
如
く
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
一
顧
だ
に
さ
れ
な
い
の
は
何
故
か
。
成
程
抄
本
は
・
い
ず
れ
も
大
同
で

は
あ
ろ
う
、
が
仔
細
に
見
れ
ば
小
異
も
あ
り
、
静
嘉
堂
本
の
如
く
、
異
本
と

の
校
合
や
訓
点
の
付
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
が
容
易

に
な
る
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
静
嘉
堂
本
の
訓
点
な
ど
は
後
世
の
も
の
で
は
あ

ろ
う
が
読
解
に
暗
示
を
も
つ
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
讃
常
嘆
息
子
扶
隆
繁
等

為
将
門
被
害
之
由
」
（
「
七
六
ペ
）
を
訓
み
下
し
文
で
恨
「
常
に
息
子
・
撃

タ
カ
シ
シ
ゲ
ル

隆
・
繁
等
が
…
…
害
せ
ら
れ
し
由
を
嘆
く
」
と
す
る
が
、
静
某
堂
本
で
は

「
刊
の
扶
…
…
嘆
刺
す
」
と
訓
じ
て
い
る
。
そ
の
日
で
見
る
と
、
将
門
記
に

は
「
嘆
息
す
」
の
例
が
他
に
も
見
え
る
が
「
息
子
」
の
語
は
出
て
来
な
い
の

で
あ
る
。
．
右
の
諸
本
を
調
査
す
る
こ
と
は
今
日
で
は
田
難
で
は
な
い
は
ず
で

ぁ
る
。
真
福
寺
本
と
他
二
本
と
の
差
が
強
調
さ
れ
る
余
り
に
、
楊
本
と
蓬
左

・
文
庫
本
と
の
相
違
の
指
摘
が
厳
密
で
な
い
の
も
遺
憾
で
あ
る
。

「
訓
み
下
し
文
」
は
読
み
易
さ
を
本
位
と
し
た
、
と
い
う
が
、
如
何
な
る
操

作
に
依
っ
て
成
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
承
徳
本
は
無
論
楊

本
の
訓
点
も
無
視
又
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
・
本
文

を
読
み
誤
り
、
原
訓
の
教
妙
な
読
み
分
け
を
捨
て
、
後
世
の
訓
み
や
古
今
に
な

－

．

．

題

　

1

．

題

l

l

ヨ

い
読
み
を
混
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
別
喝
ノ
侍
へ
ヲ
吟
ブ
」
（
「
七
四
ペ
）

7
　
　
　
　
7
1
1

は
、
承
徳
点
に
は
「
吟
二
別
鶴
之
侍
こ
と
あ
る
。
傍
訓
を
注
意
し
て
見
れ
ば

侍
」
を
「
侍
」
に
読
み
誤
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
又
、
将
門
記
に
対
句
が
多

い
の
は
特
色
の
一
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
み
は
当
時
、
上
の
句
も
終
止
形
に
訓

む
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
（
中
条
芳
子
氏
の
把
持
が
あ
る
）
。
承
徳
点
で
も
、

山
王
ハ
煙
に
交
テ
〔
於
〕
彪
ノ
後
に
隠
叫
、
人
宅
ハ
灰
ノ
如
く
に
シ
テ

〔
於
〕
凪
の
前
に
散
刃
。
′
（
二
紙
表
）

人
ノ
ロ
ヲ
以
て
倍
老
之
友
ヲ
尋
ね
得
引
、
何
の
言
を
以
テ
連
理
之
徒

ヲ
取
山
引
。
（
三
紙
衰
）
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甘
「将「

な
ど
わ
ざ
く
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
巌
ノ
後
二
隠
レ
、
（
】
七
二
ペ
）
」

「
倍
老
ノ
友
ヲ
尋
ネ
得
、
…
…
取
レ
リ
（
一
七
四
ペ
）
」
と
今
日
の
読
み
に
従

’

7

γ

タ

．

　

　

　

　

　

キ

イ

っ
て
い
る
。
又
例
の
「
莞
官
ト
ホ
、
ヱ
ミ
買
恰
ト
ヨ
ロ
コ
フ
ラ
ク
の
み
（
五

琶
」
「
精
㌣
ノ
、
シ
リ
窯
ト
カ
マ
ヒ
ス
投
打
等
」
な
ど
の
露

点
の
文
選
学
瑞
も
、
こ
の
訓
み
下
し
文
で
は
「
莞
西
燕
恰
タ
ル
ノ
、
、
、
（
一
七

六
べ
）
」
「
椙
郡
聖
冒
ル
ヲ
（
一
九
八
ペ
）
」
と
す
る
。
前
者
「
タ
ル
4
ミ
l
」

な
る
語
は
後
世
に
生
じ
た
語
法
で
あ
る
（
小
林
、
「
ら
く
の
き
「
ま
く
の
み
」

願
望
て
文
学
霊
元
号
）
。
そ
う
い
え
ば
、
「
花
を
見
る
叫
記
」
の
如
き
連

体
形
の
下
に
「
の
」
を
加
え
る
訓
み
を
全
文
に
行
な
っ
て
い
る
の
も
同
種
で

あ
る
。
こ
の
種
の
訓
戒
は
承
徳
点
に
も
当
時
の
他
の
訓
点
に
も
な
い
こ
と
と

思
う
。
又
「
然
後
」
を
「
然
ル
ノ
チ
」
と
訓
み
、
「
然
而
」
を
「
然
り
而
シ

テ
」
「
然
ル
ニ
」
「
然
レ
パ
」
な
ど
繁
姥
に
訓
ん
で
い
る
が
、
当
時
の
訓
で
は
、

前
者
は
「
琴
ソ
テ
後
」
、
後
者
は
「
然
レ
ド
モ
」
と
訓
む
の
が
鉄
則
で
あ
る
。

承
徳
点
で
も
わ
ざ
く
そ
う
付
訓
が
あ
る
。
「
然
ル
問
」
は
「
然
ル
間
ニ
」l

一
‘

で
、
「
授
ス
ル
」
は
前
田
本
色
粟
字
類
抄
に
は
「
ス
ル
（
授
）
」
と
あ
る
。
「
吟

ビ
ン
（
一
七
三
ペ
）
」
に
は
ド
ヰ
ッ
と
す
る
。
万
葉
集
巻
十
四
・
三
三
五
六

に
「
妹
が
り
と
へ
ほ
気
圏
余
洛
ず
来
ぬ
」
と
あ
り
、
「
呼
ぶ
」
に
基
．
つ
く
と
す

れ
ば
四
段
活
用
で
あ
ろ
う
。
宇
治
拾
遺
物
語
の
「
に
よ
ぶ
声
」
の
例
と
と
も

に
諸
辞
書
に
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
読
み
仮
名
の
付
け
方
も
一
定
で
な
い
4

7
ノ
タ
l
一
ナ
シ
ヒ
’
キ

付
け
た
中
で
も
例
え
ば
「
天
国
押
野
…
：
」
な
ど
は
何
に
依
っ
た
も
の
か
。

7

メ

グ

一

l

オ

シ

ハ

ル

キ

知
恩
院
蔵
の
法
王
帝
説
に
は
「
阿
米
久
蘭
意
斯
波
留
支
」
　
と
あ
る
。
又
、

「
蹄
r
ア
道
二
上
ル
者
（
l
一
四
七
ペ
）
」
の
「
セ
グ
マ
ル
」
（
セ
タ
グ
マ
ル
の
誤

脱
で
あ
ろ
う
）
を
「
躇
」
の
訓
と
す
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
観
智
院
本
名

義
抄
に
も
こ
の
漢
字
に
は
「
ヌ
ヰ
ア
シ
ニ
」
と
あ
り
、
今
日
の
漢
和
字
書
の
訓

も
そ
う
で
あ
り
、
承
徳
本
・
楊
本
と
も
に
「
ヌ
ヰ
ア
シ
ニ
」
と
あ
る
。
こ
の

ス
キ
7
シ

語
は
毛
詩
の
「
高
夫
ニ
セ
輿
リ
、
厚
地
二
躇
ス
」
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

l

し

’

「

ビ

i

「
躇
」
を
セ
ク
グ
マ
リ
と
訓
む
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
「
城
邑
併
セ
テ
岩
シ

（
二
二
四
ペ
）
」
も
、
承
徳
本
の
訓
に
従
っ
て
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
」
と
読
ま
ね

は
「
悉
く
」
の
原
義
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

凡
そ
、
校
異
を
な
し
原
本
の
字
体
に
忠
実
か
ら
ん
と
す
る
の
は
機
械
的
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
本
文
の
正
解
を
志
向
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
「
馬
二
北
風
ノ
愁
ヒ
ア
リ
。
鳥
二
南
枝
ノ
恕
シ
ミ
ア
リ
。
何
ゾ
況

ン
ヤ
人
倫
ヲ
ヤ
。
思
ヒ
ニ
於
テ
何
ゾ
懐
土
の
惜
ナ
カ
ラ
ム
ヤ
（
一
八
八
ペ
）
」

は
、
．
「
況
ト
の
上
下
の
文
を
対
比
さ
せ
て
、
「
馬
・
鳥
の
愁
・
悲
あ
り
」
と
「
人

倫
の
怯
土
の
惜
あ
り
」
が
並
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
「
人
倫
ヲ
ヤ
」
と
切
っ
て

は
意
味
が
不
明
瞭
と
な
る
。
「
校
異
」
に
掲
げ
た
楊
本
の
「
人
倫
オ
思
」
を
見

’
ン

れ
ば
、
こ
こ
で
切
れ
な
い
こ
と
が
分
る
し
、
又
楊
本
の
訓
点
で
は
「
人
倫
の

オ

モ

ヒ

　

　

イ

カ

　

　

　

　

ナ

思
二
於
テ
何
ソ
懐
土
ノ
心
無
カ
ラ
ム
」
の
よ
う
に
あ
る
。
「
況
」
の
下
文
が
主

述
を
備
え
る
時
は
楊
本
の
ご
と
く
訓
ず
る
の
が
当
時
の
常
道
で
あ
る
。
（
春
日

政
治
博
士
「
盲
点
の
況
字
を
め
ぐ
っ
て
」
古
訓
点
の
研
究
。
小
林
「
盲
点
の

況
字
続
詔
」
東
洋
大
学
紀
要
1
2
）
。
一
体
、
訓
み
下
し
文
を
作
る
こ
と
は
、

そ
こ
に
既
に
解
読
者
が
介
入
し
て
原
文
か
ら
牲
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

か
し
ょ
り
客
観
的
で
あ
る
た
め
に
は
取
意
や
任
意
よ
り
も
原
本
に
従
っ
て
忠

実
に
読
み
解
き
、
作
者
又
は
原
書
写
者
に
迫
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

．
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
将
門
記
の
語
法
、
文
体
及
び
用
語
」
で
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
本
書
が
変
体
漢
文
と
し
て
文
章
史
上
重
視
さ
れ
る
所
以
は
、
豊

富
な
傍
訓
に
よ
っ
て
、
国
語
文
と
し
て
の
将
門
記
が
相
当
程
度
に
把
握
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
が
当
時
の
他
の
尤
大
な
日
記
・
記
録
類
と
異
な
る

911



し
、
訓
点
を
無
視
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
い
う
「
一
字
一

句
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
」
「
厳
密
な
読
解
」
と
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
訓
み
下
し
文
が
．
「
者
」
を
「
テ
へ
レ
バ
」
と
一
様
に
訓
ず
る

態
度
は
そ
の
現
わ
れ
と
見
て
は
じ
め
て
了
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
「
倣
（
ア
列
）
　
（
一
九
七
ペ
）
」
「
涙
（
ソ
ソ
列
）
（
二
l
三
ペ
）
」

「
非
ズ
ペ
（
一
七
五
ペ
）
」
「
羨
（
ネ
ガ
バ
ク
ペ
）
（
一
七
九
ペ
）
」
な
ど
も
再
考

ヒ
ズ
メ

を
望
み
た
い
。
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
に
依
っ
た
訓
み
下
し
文
中
に
、
「
蹄

イ

ワ

ユ

ル

　

　

　

　

　

　

エ

ク

ボ

　

　

　

　

　

　

　

ソ

e

こ

ー

ン

（
二
〇
五
ペ
）
」
「
所
云
　
（
一
八
四
ペ
）
」
「
厭
面
（
一
八
八
ペ
）
」
・
「
相
論
二
八

ぎ

・

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

ユ

ワ

九
ペ
）
」
「
養
由
（
二
℃
五
ペ
）
」
「
相
帽
ス
ル
（
一
九
七
ペ
）
」
そ
の
他
が
あ
る

の
も
正
し
た
い
。

（
4
）
　
訳
証
は
、
「
亡
ブ
ル
者
…
…
死
亡
す
る
者
。
戦
死
者
」
「
与
力
ノ
人

々
…
…
平
国
香
・
源
謹
告
に
味
方
し
た
人
た
ち
」
の
ご
と
き
口
訳
と
解
説
と

を
主
要
部
分
と
す
る
が
、
結
論
の
み
を
示
さ
ず
、
推
考
・
考
証
過
程
も
示
さ

れ
た
い
。
従
来
註
釈
の
な
か
っ
た
本
書
と
し
て
は
特
に
額
う
所
で
あ
る
。
例

え
ば
「
官
勇
ヲ
増
ス
…
…
公
職
に
お
い
て
武
勇
の
実
を
あ
げ
る
」
　
（
一
七
六

ペ
）
　
の
解
は
何
に
よ
る
か
。
「
増
レ
勇
」
は
「
積
〓
穀
米
一
以
増
勇
、
分
二
之
衣

服
一
以
授
賞
」
（
承
徳
本
一
七
紙
表
）
に
も
あ
り
、
「
進
級
す
る
」
意
と
見
る
方

が
本
文
に
よ
く
合
お
う
。
頻
出
す
る
諺
の
類
の
出
典
も
も
つ
と
追
究
し
た
い
。

ノ

「
九
牛
一
毛
」
「
借
老
」
な
ど
著
名
な
も
の
も
中
国
の
原
典
よ
り
直
接
出
た
と

す
る
よ
り
、
「
世
俗
諺
文
」
の
如
き
抄
出
本
に
依
っ
た
の
せ
は
な
か
ろ
う
か
。

当
時
の
こ
の
種
の
書
「
明
文
抄
」
な
ど
と
と
も
に
併
せ
調
べ
た
い
。
又
、
訳

註
で
は
屡
と
「
正
，
誤
」
の
判
定
の
語
を
見
る
。
「
事
だ
」
に
つ
い
て
「
羨ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

は
地
名
で
、
詩
の
誤
で
あ
ろ
う
（
一
七
九
ペ
）
」
と
し
、
「
相
揖
ス
は
相
互
に

拝
礼
し
合
う
こ
と
で
意
味
が
通
じ
な
い
か
ら
、
楊
本
の
相
挑
む
を
正
し
い

（
一
九
七
ペ
）
」
と
す
る
類
で
あ
る
。
「
羨
」
は
観
智
院
本
名
義
抄
に
よ
れ
ば

「
羨
」
の
俗
字
と
さ
れ
る
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
誤
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
の
方
は
「
揖
」
と
す
れ
ば
意
味
が
通
じ
な
い
が
、
承
徳

本
の
字
体
は
「
押
」
で
、
こ
れ
な
ら
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
「
糊
」
の
俗

字
と
し
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
「
フ
ネ
ノ
カ
チ
」
の
訓
を
与
え
る
字
で
あ
る
。
（
ち
な
み

に
大
漢
和
辞
典
で
は
こ
の
字
は
義
不
詳
と
す
る
）
。
互
い
に
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
な

ら
却
っ
て
こ
の
方
が
意
味
深
く
な
る
。
し
て
み
る
と
、
現
代
語
の
常
識
で
判

断
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
現
代
風
に
、

読
み
易
く
す
る
」
こ
と
と
は
又
別
で
あ
る
。

か
く
、
－
．
」
と
ご
と
し
く
小
事
を
言
い
立
て
た
の
は
、
後
に
用
意
す
る
ト
い

う
次
の
大
事
た
る
続
編
や
総
索
引
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
願
う
か
ら
に
外
な

ら
な
い
。
総
索
引
の
内
容
に
も
よ
ろ
う
が
、
ま
ず
厳
密
な
訓
み
や
解
釈
の
上

に
立
た
ね
ば
、
正
に
砂
上
の
楼
閣
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。
以
上
の
妄
評
の
言
辞
も
そ
の
願
い
の
、
ほ
と
ば
し
り
で
あ
る
。
な
お
、
資

料
集
の
参
考
文
献
・
系
図
・
地
図
・
年
表
は
本
文
理
解
の
た
め
に
極
め
て
便

利
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
い
添
え
る
。

以
上
の
暇
壇
は
、
始
め
に
記
し
た
本
書
の
意
義
を
減
殺
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
を
再
言
す
る
。
む
し
ろ
、
本
書
が
「
将
門
記
」
研
究
を
歴
史
家
か
ら
国

一

文
学
者
に
転
じ
よ
う
と
意
図
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
私
は
三
乾
し
て
国
語
史

の
史
料
と
見
る
関
心
に
先
走
っ
た
こ
と
を
改
め
て
反
省
す
る
。
た
だ
、
そ
こ

に
本
誌
に
紹
介
す
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
あ
る
が
。
焦
点
の
ず

れ
た
紹
介
と
な
っ
た
こ
と
を
詑
び
る
次
第
で
あ
る
。

（
付
記
本
稿
は
、
は
じ
め
本
誌
の
前
例
に
な
ら
っ
て
「
紹
介
」
と
し
て
筆
を
と

っ
た
の
で
あ
る
が
、
紙
数
等
の
関
係
で
本
欄
に
変
戟
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

－
東
洋
大
学
助
教
授
－
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